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1　は　じ　め　に

牛疫は，伝播力が非常に強い偶蹄類動物の国際重要伝
染病である．かつて牛疫の流行が繰り返されたヨーロッ
パでは 18 世紀初めから 19 世紀後半の約 180 年間に約 1
億 8,000 万頭の牛が死亡したといわれる．また，1920
年のベルギーでの発生が国際獣疫事務局（OIE）設立
（1924 年）のきっかけともなった．国際連合食糧農業機
関（FAO）等を中心に進められた撲滅計画の結果，
2011 年 6 月に FAO及び OIEより牛疫の世界的撲滅宣
言がなされた．これは人類が撲滅を達成した天然痘に続
く2つ目の伝染病であり，動物においては初めてである．
今後の課題は，世界的な清浄状態の維持である．本稿で
は牛疫の特徴・撲滅計画及び今後の取組みについて解説
する．

2　病原体及び伝播様式

牛疫ウイルスはパラミクソウイルス科モルビリウイル
ス属に属し，小反芻獣疫ウイルス，麻しんウイルス及び
犬ジステンパーウイルスと同じウイルス属である．血清
型は単一である．
牛疫ウイルスは臨床症状を呈する数日前から鼻汁，
涙，唾液，糞便，尿，乳汁等ほとんどすべての分泌・排
泄物に排出され，感染動物におけるこれらすべてが感染
源となる．

3　臨　床　症　状

偶蹄類の家畜・野生動物の多くがこのウイルスに感染
するが，中でも牛あるいは水牛の感受性が高く，致死率
は 100％に近い．特に黒毛和種及び韓国在来種が高感受
性である．一般に急性型の経過をたどり，感染後 2～5
日を経て急に発熱し，流涎や粘液膿性の鼻漏，流涙がみ
られる．結膜は充血し，角膜の混濁が両側性にみられる
こともある．さらに 2～3 日を経て，血液や粘膜組織を
含んだ激しい下痢を呈し，脱水により死に至る．一方，

甚急性に発症した症例ではこれらの症状を呈することな
く，発熱後に突然死することもある．
豚では一般に牛及び水牛と比較すると感受性は低い
が，東南アジアの在来種の中にはきわめて感受性の高い
豚がいる．
羊及び山羊では，牛疫ウイルスに対する感受性は高く
なく，臨床症状も軽度なことが多い．
野生動物ではアフリカンバッファロー，エランド，
クーズー等で甚急性の発生がみられることがあり，ボン
ゴ，カワイノシシ，マメジカ，キリン，ウシカモシカ等
で感染が観察されている．

4　死亡例の病理学的特徴

死亡動物の外貌検査では，臀部及び軀体に悪臭を伴う
泥状便の付着がみられる．鼻孔，鼻鏡，眼瞼は粘液膿性
の滲出物で覆われる．結膜は充血し，水腫性で，角膜潰
瘍がしばしば認められる．これらの所見は甚急性の経
過を呈した動物では観察されない．
顕著な病変はおもに消化器粘膜とリンパ系組織に観察
される．口腔粘膜上皮は広範な剝離・び爛・潰瘍を形成
し，健常部との境界は明瞭である．角化粘膜上皮の剝離
はしばしば咽頭あるいは食道上部ないし前胃にまで及
ぶ．第四胃から大腸ではゼブラストライプと呼ばれる縞
状の出血性病変が観察され，第四胃幽門部及び大腸で潰
瘍は顕著となる．
また，全身のリンパ節は腫大し脆弱で，水腫性を呈す
る．リンパ節及び粘膜付属リンパ組織に重度の壊死性病
変が観察される（図 1）．
ほかに膀胱粘膜，下部生殖器の粘膜上皮に消化管同様
の病変が観察される．
病変部では合胞体の形成及び好酸性細胞質内封入体が
観察される（図 2）．

5　診　　　　　断

診断は OIEマニュアルに従って，病原体の検出及び
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ンゴル牛に対してきわめて有効であったが，黒毛和種及
び韓国在来種に対しては病原性の減弱度が足りなかっ
た．1951 年には鶏胚で継代してさらに病原性を減弱化
した生ワクチン（中村 LAワクチン）が開発された．こ
のワクチンはすべての感受性動物に病原性を示すことな
く用いることができ，東アジア，東南アジアで多大なる
貢献をした．一方，アフリカではワクチン作製技術や高
温環境下での保存性が問題となっていた．1962 年には
生産効率が高い培養細胞を用いたワクチン（プローライ
トワクチン）が英国で作製され，アフリカ，中東，南ア
ジアで多大な貢献をした．日本では，1952 年に中村 LA

ワクチンと同様の方法で開発された古谷 LA-AKOワク
チンの作製法を園田が Vero細胞を用いて改良した LA-
AKOワクチンが，1970 年に開発された．本ワクチンは
現在も製造・備蓄されている．
2016 年 5 月の第 84 回 OIE総会では，LA-AKOワク
チンの LA-AKO株が世界標準株として承認され，プ
ローライトワクチンの RBOK株とともに OIEマニュア
ルに収録されている．

7　牛疫の撲滅と撲滅宣言後の取り決め

日本本土での牛疫の最後の発生は 1922 年である．し
かし，その後もアジア，中東，アフリカ，ヨーロッパ等
の世界各国で牛疫発生による被害は続いた．1950 年代
から FAO，ヨーロッパ，アフリカ等が撲滅計画を立て
実行していたが，最終的に 1994 年，FAOはワクチン接
種による世界的牛疫撲滅計画（Global Rinderpest 

Eradication Programme : GREP）を開始した．その結
果，2001 年のケニアでの発生を最後に世界的に牛疫の
発生は認められず，血清疫学的に牛疫の存在が否定され

血清学的検査を行う．
病原体の検出には，血液あるいは腸間膜リンパ節等を
用い，①ウイルスの分離，②ゲル内沈降反応による抗原
の検出，③病理組織及び免疫組織化学，④ RT-PCR及
び real time PCR による遺伝子検索，⑤免疫捕捉
ELISA法がある．
血清学的検査には①競合 ELISA法，②ウイルス中和
テストがある．
類症鑑別が必要な疾病は，小反芻獣疫であり，病原体
の検出では RT-PCR及び real time PCR，免疫捕捉
ELISA法において，血清学的検査では競合 ELISA法に
おいて可能である．その他の類症鑑別には牛ウイルス性
下痢・粘膜病，牛伝染性鼻気管炎，悪性カタル熱等があ
る．しかし，高熱，口腔のび爛，下痢及び複数頭の死亡
がみられる場合には牛疫の可能性を除外すべきではな
い．

6　ワ　ク　チ　ン

牛疫撲滅計画に重要な役割を果たしたのは，ワクチン
開発とその接種である．1896 年には高度牛疫免疫血清
接種法，1898 年からは牛疫ウイルス及び高度牛疫免疫
血清共同接種法がヨーロッパで実施された．わが国でも
1905 年より同法がおもに実施された．最初の牛疫ワク
チンは1917年に開発された蠣崎不活化ワクチンであり，
感染牛の脾臓をグリセリンで不活化したものである．そ
の後，グリセリンをトルエンに変えたトルオールワクチ
ンを開発し，現在の韓国で牛疫の予防に多大な効果をあ
げた．
1928 年には，牛疫ウイルスを山羊で継代・馴化した
弱毒生ワクチン（エドワーズワクチン）が，1937 年に
は牛疫ウイルスを兎で弱毒化した弱毒生ワクチン（中村
Lワクチン）が開発された．中村 Lワクチンは中国やモ

図 1　牛疫ウイルス Fusan株 Cattle type実験感染牛の腸
間膜リンパ節
濾胞壊死が観察される（HE染色）．

図 2　牛疫ウイルス Fusan株 Cattle type実験感染牛の軟
口蓋
有棘細胞は変性し，合胞体を形成している．細胞
質には好酸性細胞質内封入体（矢印）が多数観察さ
れる（HE染色）．
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たことから，2011 年 6 月に FAO及び OIEより OIE加
盟国を含む 198 の国・地域で牛疫が清浄化されたとす
る牛疫の世界的撲滅宣言がされた．同時に今後の取組み
についても協議され，
① OIEコードに従ったサーベイランスシステムの維
持，患畜及び疑似患畜の迅速な報告
②牛疫ウイルス及びウイルス含有物質（RVCM）の
廃棄あるいは所持施設（FAO-OIE RHF）における
隔離
③ワクチン使用の制限及び指定施設における備蓄
が決議された．

FAO-OIE RHFの認定は 2015 年 5 月の第 83 回 OIE

総会で承認された（図 3）．また，わが国は 2016 年 5 月
末に開催された第 84 回 OIE総会において，牛疫のレ
ファレンスラボラトリーとしての指定を受けている．
清浄化を維持するためには世界各地でこれらの取り組
みが丁寧に実施（管理）されていかなければならない．
日本では，牛疫に関する特定家畜伝染病防疫指針が
2015 年 11 月に策定され，不測の事態が生じた場合には
この指針に従って防疫を行う．

8　お　わ　り　に

牛疫撲滅の歴史は，獣医学の歴史といっても過言では
なく，獣医史上最大級の業績である．これは先人の多大
なる努力と，世界的に取組んだ撲滅計画の結果である．
今後は不測の事態に備えつつ，牛疫の清浄状態を維持し
ていく努力が必要である．牛疫撲滅に向けた取組みが，
今後他の伝染病撲滅への布石になることを期待する．
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図 3　FAO-OIE Rinderpest and Rinderpest Vaccine Holding Facility


